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加東市教育委員会/加東市人権・同和教育研究協議会　平成２９年１０月１日

加東市人権啓発情報誌

●特集『同和問題』部落差別の今とこれから
●市同教の活動
●特集「『聴聞する』ということ」
●加東市人権啓発講演会
●男女共同参画について
●小学生人権作文
●男女共同参画セミナー
●加東市人権ジュニアリーダー学級

７
月
８
日
開
催
「
加
東
市
人
権
啓
発
講
演
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

「
あ
な
た
と
私
」

加
東
市
教
育
委
員
会
　
　
　
　

　
教
育
委
員
　
田
中
　
寿
一

　
実
り
の
秋
、
今
年
度
も
半
ば
を
過
ぎ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
で

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
て
「
学
校
が
楽
し
い
」

と
い
う
子
も
い
れ
ば
、
集
団
生
活
に
馴
染

め
な
く
て
「
行
き
た
く
な
い
」
と
気
持
ち

が
沈
む
子
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も

し
、
我
が
子
の
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
た
ら

ど
ん
な
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
か
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
に
と
っ
て
「
頑
張
れ
！
」

は
つ
ら
く
て
最
悪
で
す
。「
気
持
ち
を
分

か
っ
て
く
れ
な
い
」
と
返
っ
て
く
る
の
で
し

ょ
う
か
。
場
合
に
も
よ
り
ま
す
が
、
声
か

け
を
す
る
な
ら
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
「
ど

う
し
た
の
？
」
で
し
ょ
う
か
。
も
う
少
し

踏
み
込
ん
で
「
ち
ょ
っ
と
休
み
た
い
？
」

と
か
「
し
ん
ど
い
ん
だ
ね
」
で
し
ょ
う
か
。

　
子
ど
も
が
「
行
き
た
く
な
い
」
と
言
え
ば
、

つ
い
「
で
も
ね
」
と
言
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
「
大
人
で
あ
る

私
と
子
ど
も
で
あ
る
あ
な
た
」
で
あ
り
、「
私
」

が
中
心
の
「
私
と
あ
な
た
」
で
す
。
大
人

と
し
て
、
子
ど
も
に
上
か
ら
話
を
し
ま
す

か
ら
、
大
人
の
思
い
そ
の
ま
ま
に
「
頑
張

れ
！
」
を
送
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ

れ
は
、
し
ん
ど
い
思
い
を
し
て
い
る
子
ど

も
に
と
っ
て
、
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。

大
切
な
の
は
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添

っ
た
「
し
ん
ど
い
ん
だ
ね
」
と
い
う
「
あ

な
た
と
私
」
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
私
た
ち
は
、
多
く
の
物
事
を
「
大
人
と

子
ど
も
」「
私
と
あ
な
た
」
の
よ
う
に
二

つ
の
立
ち
位
置
の
一
方
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
立
ち
位
置
の
ど
ち
ら
な
の
か
が
大
切

で
す
。「
私
と
あ
な
た
」
で
は
な
く
「
あ

な
た
と
私
」
の
よ
う
に
。
そ
れ
が
人
を
大

切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
ず
は
私
か
ら
。
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●第11期加東市民人権講座
●人権教育スキルアップ講座
●幼児期人権教育事業
●人権擁護委員の活動・広域隣保活動事業
●企人協の活動
●人権標語
●人権ポスター
●新着DVDのご紹介
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平
成

１４
（
２
０
０
２
）
年
３
月
に

３３
年

間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
同
和
対
策

の
特
別
措
置
法
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
以

降
は
、
一
般
法
の
中
で
同
和
行
政
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

昨
年

１２
月

１６
日
、「
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
公
布
・
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
ぜ
、
今
、
こ
の
よ
う
な
法
律
が
制

定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

特
別
措
置
法
廃
止
後
も
、
部
落
差
別
の

問
題
が
解
決
の
方
向
に
向
か
わ
ず
、
分

野
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
深
刻
化
し
た

か
ら
で
す
。

　
下
の
２
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
近
畿
大
学

が
平
成
２７（
２
０
１
５
）
に
実
施
し
た

「
学
生
の
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
の

実
態
」
調
査
を
、
同
大
学
人
権
問
題
研

究
所
の
奥
田
均
教
授
が
分
析
さ
れ
た
も

の
で
す
。
図
１
か
ら
は
、
小
・
中
学
校

で
の
部
落
問
題
の
学
習
が
急
減
し
、
学

校
教
育
で
部
落
問
題
を
学
習
し
な
い
ま

ま
大
学
に
進
学
す
る
学
生
が
約
半
数
に

の
ぼ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

教
育
現
場
で
部
落
問
題
に
関
す
る
正
し

い
認
識
を
得
る
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る

と
い
う
き
わ
め
て
憂
う
べ
き
事
態
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
部
落
差
別
の
現
実
を
近
い

将
来
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か

ど
う
か
」
と
尋
ね
た
結
果
を
図
２
の
よ

う
に
示
し
て
お
り
、「
完
全
に
な
く
す

こ
と
が
で
き
る
」「
か
な
り
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
」
の
合
計
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
か
つ
て
、

同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
中
で
、「
い

か
な
る
時
代
が
こ
よ
う
と
、
ど
の
よ
う

に
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
、
同
和
問
題

が
解
決
す
る
こ
と
は
永
久
に
あ
り
え
な

い
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
な
い
。」
と
、

そ
の
解
決
の
展
望
が
打
ち
出
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
若
者
た
ち
の
現
状
認

識
に
は
、
と
て
も
残
念
な
結
果
が
表
れ

て
き
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
部
落
問
題

学
習
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

奥
田
均
、「
Ⅳ．

調
査
結
果
の
分
析
　
学

生
の
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
の
実
態
」、

「
近
畿
大
学
学
生
人
権
意
識
調
査
報
告
書

―
部
落
問
題
編
」、
２
０
１
６
年

特
集
『
同
和
問
題
』
部
落
差
別
の
今
と
こ
れ
か
ら

特
集
『
同
和
問
題
』
部
落
差
別
の
今
と
こ
れ
か
ら

特
集
『
同
和
問
題
』
部
落
差
別
の
今
と
こ
れ
か
ら

発
見
後
の

流
れ

通報 削除要請

※インターネットサービスを提供する業者

「Ⅳ．調査結果の分析」
　図８より引用

「Ⅳ．調査結果の分析」
　図１より引用

：

◇部落差別の問題解決を阻む新たな事例としてインターネットの悪用などによる差別・人権侵犯事案が急増
　しています。加東市でも、インターネット上に部落差別を助長する悪質な書き込みが発見されています。

◆ネットの匿名性を悪用して、個人や特定の地域を誹謗中傷する行為を決して許してはいけません。

◇インターネット上で差別的な書き込みを発見された場合は、加東市教育委員会人権教育課
　（電話：0795－43－0544）または、神戸地方法務局社支局までご連絡ください。

ひ ぼ う

平成２９年１０月１日 （２）特集『同和問題』部落差別の今とこれから



わかったこと③

わかったこと①

わかったこと②

◇将来を担う世代が、部落差別をはじめとするあらゆる差別を許さない強い心を得るには、

　正しく知る、理解する必要があります。

◇まずは、知ることから。

　加東市マスコットキャラクター「加東伝の助」と確認しましょう！

（目的）
第一条　この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に
伴って部落差別に関する状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民に基
本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許されない
ものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、
部落差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明
らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の
解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。

（基本理念）
第二条　部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基本的人権を享有
するかけがえのない個人として尊重されるものであるとの理念にのっとり、部落
差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努めることにより、
部落差別のない社会を実現することを旨として、行われなければならない。

（国及び地方公共団体の責務）
第三条　国は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講ず
るとともに、地方公共団体が講ずる部落差別の解消に関する施策を推進するため
に必要な情報の提供、指導及び助言を行う責務を有する。
２ 地方公共団体は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国と
の適切な役割分担を踏まえて、国及び他の地方公共団体との連携を図りつつ、そ
の地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。

（相談体制の充実）
第四条　国は、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るも
のとする。
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、
部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るよう努めるものと
する。

（教育及び啓発）
第五条　国は、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うものとする。
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、
部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うよう努めるものとする。

（部落差別の実態に係る調査）
第六条　国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団体
の協力を得て、部落差別の実態に係る調査を行うものとする。

附則
　この法律は、公布の日から施行する。

この法律は、わが国固有の人権問題である部落差別の問題の解消を訴えているよ。
この法律そのものが広く知られることが、部落問題解決への啓発活動そのものなんだね！

加東市では、この法
律に基づいて、国と
連携しながら部落差
別解消に向けた施策、
相談体制の充実、教
育・啓発を行うよ。

わかったこと③

この法律は、悪質化
するインターネット
上での書き込み等、
部落差別が依然とし
て存在する状況を解
消するためにできた
んだよ。

わかったこと①

この法律は、「部落
差別」という名称が
使われた初めての法
律だよ。また、同和
対策事業特別措置法
のような期間を定め
た法律ではないよ。

わかったこと①

ご存知ですか？　「部落差別の解消の推進に関する法律」ご存知ですか？　「部落差別の解消の推進に関する法律」ご存知ですか？　「部落差別の解消の推進に関する法律」

わかったこと②わかったこと②

わかったこと③

平成２９年１０月１日（３） 特集『同和問題』部落差別の今とこれから



◇
役
員
に
つ
い
て

　
５
月

１８
日
の
総
会
に
て
、
近
澤
玉
幸

会
長
を
は
じ
め
本
年
度
の
役
員
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◇
主
な
事
業

◆
第
１
回
理
事
会
（
４
月

２５
日
）

・
新
旧
理
事
に
よ
る
総
会
議
案
の
検
討

◆
総
会
（
５
月

１８
日
）

・
総
会
行
事

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

　
シ
リ
ー
ズ
映
像
で
み
る
人
権
の
歴
史

　「
明
治
維
新
と
賤
民
廃
止
令
」

◆
専
門
部
会

住
民
学
習
推
進
部
会

①
住
民
学
習
説
明
会
並
び
に
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
（
５
月

２５
・

２６
・

３１
日
）

・
昨
年
度
に
続
き
、
住
民
学
習
会
の

運
営
方
法
を
詳
し
く
説
明
す
る
た

め
、
全
地
区
を
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

・「
計
画
書･

報
告
書
、
助
成
金
」
に

つ
い
て
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
風
の
匂
い
』
を
視
聴
し
、

各
地
区
で
学
習
計
画
の
相
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

②
住
民
学
習
会

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
や
講
演
会
等
に
よ
る

人
権
学
習

・
多
く
の
地
区
が
７
月
〜

１１
月
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
次
号
に
掲

載
し
ま
す
。

③
助
成
金

・
基
本
助
成
：
１
万
５
千
円
と
地
区

の
戸
数
に
応
じ
た
額

・
特
別
助
成
：
創
意
工

夫
し
意
欲
的
な
取
り

組
み
に
対
す
る
助
成

。

（
本
年
は
７
地
区
に

対
し
、
８
月
に
助
成

し
ま
し
た
。）

学
校
教
育
部
会

　
豊
か
な
人
権
感
覚
を
育
む
人
権
・

同
和
教
育
の
推
進
〜
地
域
と
人
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
発
達

段
階
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
実
践
し

て
い
く
か
〜

○
公
開
保
育
・
授
業

　
保
育
園
・
幼
稚
園
班
、
小
学
校
班
、

中
学
校
・
高
校
班
で
実
施

【
滝
野
中
学
校
】　

実
施
日
：

１１
月

１３
日

単
元
名
：「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

【
兵
庫
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園
】　

実
施
日
：

１１
月

１５
日

主
題
名
：「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

【
三
草
小
学
校
】　

実
施
日
：

１２
月
４
日

単
元
名
：「
み
ん
な
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
」

団
体
別
研
修
推
進
部
会

○
加
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

【
滝
野
支
部
】
８
月

３１
日

【
社
支
部
】
９
月
６
日

【
東
条
支
部
】
９
月

１３
日

演
題
：
こ
れ
か
ら
の
人
権
教
育

　
　
―
差
別
は
な
ぜ
残
っ
た
の
か
―

講
師
：
加
東
市
人
権
教
育
推
進
員 

　
　
　
　
　
　
　
久
野
　
勝
久
さ
ん

・
同
和
教
育
に
学
ん
だ
実
践
と
、
部

落
の
歴
史
の

新
た
な
展
開

を
学
ぶ
こ
と

の
意
義
に
つ

い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

・
加
東
市
連
合
婦
人
会
・
消
防
団
の

人
権
教
育
研
修
会
は
下
半
期
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
関
連
事
業

◆
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
東
播
磨
大
会
（
７
月

２９
日
）

・
今
年
は
、
稲
美
町
で
開
催
さ
れ
、
加

東
市
か
ら

５５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

・
２
つ
の
分
科
会
で
実
践
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
５
分
科
会「
障
害
の
あ
る
人
と
人
権
」】

　
兵
庫
教
育
大
学
附
属
中
学
校

中
村
　
賢
太
さ
ん

【
第
７
分
科
会
「
地
域
社
会
と
行
政
」】

　
下
滝
野
地
区
　
　
阿
江
　
孝
仁
さ
ん

＊
下
滝
野
地
区

の
発
表
は
、
東

播
磨
地
区
の
代

表
と
し
て
、
１０

月
１
日
開
催
の

兵
庫
県
人
権
教

育
研
究
大
会
中

央
大
会
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研

究
協
議
会
上
半
期
の
活
動

本年度主要教材ＤＶＤ
『風の匂い』

本年度役員（敬称略）
会　長：近澤　玉幸
副会長：岸本　吉晴　　堂下　哲子
会　計：松本まつみ
監　事：藤原　千昭　　山羽　勲

平成２９年１０月１日 （４）市同教の活動



　私が小学校教員をしていたときのことです。
　いつもは静かに清掃活動をしている6年生の子どもたちがハチの巣を突いたような騒ぎで私のと
ころにかけよってきました。
　「先生、大変だよ。ツバメのヒナが巣から落ちてきたんだ！」
　「このままではヒナは死んでしまうよ。何とかしてあげなくちゃ！」
　はしごでも届かないほどの高さの巣です。できる限りのことをしてやろうということになり、小
さな箱に新聞紙をちぎって巣を作りました。でも、ヒナはとても弱っているように見えました。
　翌朝、教室にいくと、子どもたちが輪になって集まった中に、息をひきとったヒナがいました。
　ヒナに一番近い場所にいたのが、最初にヒナを見つけたＫさんでした。Ｋさんの日記を紹介します。

　私たちは、掃除の時間に落ちたヒナを見つけました。みんな心配してくれました。
　翌朝、「ヒナ、大丈夫かな･ ･ ･」と急いで行くと、目を閉じて動いていませんでした。私はビッ
クリして、「寝てるだけ、寝てるだけ」と、自分に言い聞かせると、いろいろなことが頭によぎっ
てきました。
　何で死んじゃったんだろう･ ･ ･。もっとそばにいてあげればよかった･ ･ ･。
　私は後悔の連続で頭が真っ白でした。どうか寝てるだけであってほしいと願いましたがだめで
した。先生が「ヒナをうめにいこうよ」と、言ってくださいました。ヒナの顔はとても安らかそ
うでかわいかったです。埋めるときは身を切るような辛さでした。
　どうか、天国に行きますように･ ･ ･。

　子どもたちはこうした出来事を通して、生き物への優しさとともに、生命のかけがえのなさ、共
に生きることのすばらしさなどを学んでいきます。人権教育の内容の根幹には「生命の尊重」があ
りますが、私たち大人もこうした子どもたちの姿から多くを学ぶことができます。
　私たちは生きていく中で、いろんな場所で、いろんな時に、自分の行為を振り返ります。そのた
びごとに、自分を責めたり、悔やんだりするものです。そんなとき、目を閉じ静かに手を重ね合わ
せて、心を静かにすると、穏やかな気持ちになっていきます。このＫさんの日記の言葉「どうか、
天国に行きますように･ ･ ･」の心境は、まさにこうした瞬間かもしれません。
　この「･ ･ ･」の心境を仏教の言葉で「聴聞」と言うそうです。「聴聞」とは「聴く」「聞く」と書
きます。私たちは、日常、自分のことばかりが優先して「○○ができるようになりたい」「自分の願
いがかないますように」などと、手を重ね合わせたときでさえも、自分の願いばかりを言うものです。
これでは、周囲からの声が何も聞こえてきません。
　私たちは心が静かになったときこそ、自分の声ともならぬ「声」が聞こえ
てくるのではないでしょうか。心を静かにしたときにしか聴こえない「声」
こそ、これからの世の中、そして人権に必要ではないかと思う今日この頃です。
「人の話を聞く」ということ、「天の声を聴く」ということを、心にとめてお
きたいものです。

　人権感覚は、学校だけではなく、家庭や地域など、さまざまな場での経験（実践）から培われて
いきます。そこで、今年度の人権教育スキルアップ講座の講師で、姫路大学教育学部こども未来
学科で実践的な学びについて研究・指導されている和田教授にお話をお伺いしました。

平成２９年１０月１日（５） 特集「『聴聞する』ということ」



　
今
年
度
は
、
市
内
の
9
つ
の
小
学
校
か
ら
代
表
で
、

福
田
小
学
校
・
三
草
小
学
校
・
東
条
東
小
学
校
の

小
学
生
3
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
に
は
、
仲
間
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
、
命

を
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
だ
と
思
わ
ず
一
日
一
日

を
大
切
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
な
ど
、
小
学
生

た
ち
の
素
直
で
ま
っ
す
ぐ
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。（
全
文
は
Ｐ
7
〜
9
に
掲
載
。）

　
次
に
、
小
野
・
加
東
保
護
区
保
護
司
会
加
東
支

部
長
か
ら
市
長
に
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
や
非
行
を

防
止
し
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
全
国
的
な
運
動

で
す
。
昨
年
12
月
に
「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
自

治
体
や
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
し
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
中
の
大
阪

国
際
大
学
准
教
授
で
、
法
学
者
で
も
あ
る
谷
口
真

由
美
さ
ん
を
お
招
き
し
、
女
性
活
躍
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
つ
い
て
、
人
権
問
題
や
政
治
・
経
済
と
絡
め
て
、

分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
ら
の
家
庭
の
話
な
ど
も
交
え
、
身
近
で
具
体

的
な
例
を
快
活
な
関
西
弁
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
話
す
様
子
に
引
き
込
ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

●
少
数
者
の
思
い
、
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
世
の
中
、
会
社
、
家
庭
を
同
じ
よ
う
に
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
い
い
学
び
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
40
代
男
性
）

●
谷
口
先
生
の
話
の
中
で
共
感
す
る
点
が
多
く
、
家
庭

の
問
題
に
つ
い
て
同
じ
状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
当
た
り
前
意
識
を
も
っ
て
生
き
て

き
た
こ
と
に
お
か
し
い
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
世
代
と
共
に
今
日
の
お
話
の
よ
う

に
家
庭
の
あ
り
方
が
変
わ
り
、
女
性
も
イ
キ
イ
キ
と
仕

事
が
で
き
る
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
女
性
）

●
人
権
問
題
を
夫
婦
の
向
き
合
い
方
と
置
き
換
え
て
の

説
明
、
職
場
の
人
間
関
係
に
置
き
換
え
て
の
説
明
な
ど

よ
く
理
解
で
き
た
。
身
近
な
出
来
事
を
捉
え
て
の
説
明

も
よ
く
分
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

●
谷
口
先
生
は
、
日
常
生
活
を
中
心
に
、
私
た
ち
に
わ

か
り
や
す
く
人
間
関
係
を
話
し
て
く
だ
さ
り
、
よ
く
理

解
で
き
た
。
日
常
の
生
活
観
を
通
じ
、
人
権
を
考
え
る

視
点
を
も
つ
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
の
性
別
欄
が
、
記
入
方
式
と
な
っ
て
い
た
理
由
が

よ
く
理
解
で
き
た
。
男
性
、
女
性
の
役
割
分
担
論
は
耳

に
痛
か
っ
た
で
す
。
家
庭
を
一
つ
の
職
場
と
し
て
見
る

視
点
は
発
見
で
し
た
。
今
日
か
ら

考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◇
人
権
作
文
の
発
表

◇「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

◇
講
演
「
女
性
が
イ
キ
イ
キ
輝
く
社
会
に
向
け
て
」

　
大
阪
国
際
大
学 

准
教
授
　
谷
口 

真
由
美
さ
ん

舞台上の左から、
福 田 小 学 校　三原 ひなたさん、
三 草 小 学 校　廣田 芽衣さん、
東条東小学校　柴� 心暖さん

大阪国際大学　准教授
谷口 真由美さん

小野・加東保護区保護司会
加東支部長　平川 米一さん

崎碚

平成２９年１０月１日 （６）加東市人権啓発講演会



　「
こ
の
ク
ラ
ス
で
よ
か
っ
た
」

そ
う
思
っ
た
の
は
、
五
年
生
の
と
き
で
す
。

　
あ
る
日
、
私
が
熱
を
出
し
て
、
学
校
を
一
日
休
ん

だ
と
き
に
、
次
の
日
の
時
間
割
の
下
に
み
ん
な
が
一

言
ず
つ
エ
ー
ル
や
絵
を
描
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
け
ど
、
な
ぜ
か
は
ず
か
し
い
気
持
ち

も
あ
っ
て
、
変
な
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
は
、
仲
の
良

い
女
の
子
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
男
の
子
も
書
い
て
く

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
予
想
も
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
余
計
に
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
書
い
て
く
れ
た
言
葉
に
は
、「
は
や

く
元
気
に
な
れ
よ
」「
は
や
く
元
気
に
な
っ
て
一
緒

に
バ
レ
ー
し
よ
う
ね
」
な
ど
、
み
ん
な
か
ら
の
心
あ

た
た
ま
る
エ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
次
の
日
に
は
元
気
に
学
校
へ
行
け
て
、

友
達
と
楽
し
く
バ
レ
ー
が
で
き
た
り
、
み
ん
な
と
勉

強
し
た
り
で
き
ま
し
た
。
も
し
私
が
こ
の
ク
ラ
ス
の

一
員
じ
ゃ
な
か
っ
た
り
仲
の
良
い
友
達
が
い
な
か
っ

た
り
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
心
あ
た
た
ま
る
エ
ー
ル

も
も
ら
え
な
く
て
、
二
日
も
三
日
も
休
ん
で
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
思
う
と
、
友
達
の
存
在
っ
て

と
て
も
大
切
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

私
は
だ
れ
か
ク
ラ
ス
の
子
が
休
ん
で
し
ま
っ
た
と
き

に
は
、
一
言
だ
け
ど
エ
ー
ル
を
書
い
て
あ
げ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
六
年
生
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
六
年
生
で
も
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
先
月
ク
ラ
ス
の
女
の
子

　「
加
東
市
人
権
啓
発
講
演
会
」（
6
ペ
ー
ジ
に
関

連
記
事
）
で
は
、「
女
性
が
イ
キ
イ
キ
輝
く
社
会
に

向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
仕
事
や
家
事
・
育
児
な
ど

を
、
一
方
が
担
う
の
で
は
な
く
、
両
輪
で
や
っ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
な
…

と
、
思
わ
れ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
し

お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

＊
＊
＊
＊
＊

　
現
在
の
社
会
で
は
、「
男
女
平
等
」
と
い
う
考
え

方
も
広
ま
り
、
多
く
の
女
性
が
職
業
を
も
ち
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。「
あ
ら
た
め
て

強
調
す
る
こ
と
で
も
な
い
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
・
・
・

妻
に
は
、
働
い
て
も
家
事
は
お
ろ
そ

か
に
し
な
い
で
ほ
し
い

理
想
の
男
性
は
頼
り
が
い
の
あ
る
人

こ
の
よ
う
に
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」
と

い
う
考
え
方
に
は
反
対
で
も
、「
男
は
こ
う
あ
る
べ

き
」「
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や

考
え
方
は
、
多
く
の
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

も
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
・
・
・

・
男
の
子
は
理
系
、
女
の
子
は
文
系
の
進
路
が
よ
い

・
就
職
の
と
き
、
採
用
の
男
女
差
を
感
じ
た

・
デ
ー
ト
の
と
き
の
食
事
代
な
ど
は
、
男
が
支
払
う

も
の
だ

・
夫
婦
共
働
き
だ
け
ど
、
家
事
や
子
育
て
は
妻
が
メ

イ
ン
で
し
た
ほ
う
が
よ
い

・
男
は
一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
、
弱
音
を
吐
け
な
い

＊
＊
＊
＊
＊

　
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
例
で
す
が
、
聞
い
た
こ
と

や
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　「
家
事
が
好
き
だ
し
得
意
」
と
い
う
男
性
も
い
れ

ば
、「
家
事
は
苦
手
で
仕
事
の
方
が
向
い
て
い
る
」

と
い
う
女
性
も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
や
能
力

は
、
世
の
中
の
多
く
の
人
が
も
っ
て
い
る
「
男
は
こ

う
」「
女
は
こ
う
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
と
、

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
人
生
の
幅
を

狭
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
を
補
い

合
う
の
が
大
事
っ
て
こ
と
だ
ね
！

＊
＊
＊
＊
＊

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
、

「
女
ら
し
さ
」
や
「
男
ら
し
さ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

や
考
え
方
（
こ
れ
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
い
ま
す
。）

に
と
ら
わ
れ
ず
、
互
い
に
協
力
し
て
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊

　
加
東
市
に
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
現
行
の
プ
ラ
ン
を
見
直
す
に
あ
た
っ

て
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

4,
0
0
0
人
の
方
を
対
象
に
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆
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「
一
言
の
エ
ー
ル
で
…
」

福
田
小
学
校

6
年
　
三
原
　
ひ
な
た

み
は
ら
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が
一
人
休
ん
だ
と
き
に
、
み
ん
な
に
「
エ
ー
ル
書
い

て
あ
げ
よ
う
よ
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
み
ん
な
私

の
思
い
に
賛
成
し
て
く
れ
て
、
一
生
け
ん
命
書
い
て

く
れ
ま
し
た
。
休
ん
で
い
た
子
が
登
校
し
て
き
た
と

き
に
「
あ
り
が
と
う
。
め
っ
ち
ゃ
う
れ
し
か
っ
た
」

っ
て
喜
ん
で
く
れ
て
い
た
の
を
見
て
、
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
文
字
で
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
次
は
直
接
言
葉
で

伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
の
練
習
と
し
て
、
今
の
ク
ラ
ス
で
は
、「
は

い
ど
う
ぞ
」「
は
い
ど
う
も
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い

う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
何
か
し
て

も
ら
っ
た
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
返
し

て
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
中
学
生
に
な
る
ま
で
に
今
よ
り
も
っ

と
み
ん
な
と
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。

　
た
っ
た
一
言
の
エ
ー
ル
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
も
ら

っ
た
ら
う
れ
し
い
し
、
友
達
を
元
気
に
す
る
力
が
あ

り
ま
す
。
友
達
の
大
切
さ
、
言
葉
の
大
切
さ
に
気
づ

か
せ
て
く
れ
た
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
感
謝
し
て
、
残

り
の
小
学
校
生
活
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
今
、
た
く
さ
ん
の
命
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

「
い
じ
め
事
件
、
事
故
、
テ
ロ
」
な
ど
で
失
わ
れ
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
日
の
よ
う
に
見
ま
す
。
一
人
に

た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
大
切
な
命
が
、
簡
単
に
な
く

な
っ
て
い
る
気
が
し
て
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
人
が
人
の
命
を
簡
単
に
う
ば
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ど
う
し

た
ら
多
く
の
命
が
大
切
に
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
わ
た

し
は
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
は
じ
め
ま
し
た
。
み
ん
な

は
大
切
な
命
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
こ
の
現
状
を
知
り
、
自
分

の
命
、
家
族
の
命
、
み
ん
な
の
命
を
大
切
に
し
て
、

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
命
の
分
も
、
一
日
一
日
を
大

切
に
し
て
精
一
杯
生
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
「
命
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。「
命
」
と
聞
く
と
、
わ
た
し
は
、
一
人

に
一
つ
し
か
な
い
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
も
の
で
、
い
つ
か
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う

も
の
。
で
も
、
一
度
な
く
し
て
し
ま
う
と
、
物
と
は

違
っ
て
見
つ
か
ら
ず
、
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
も
の

と
考
え
ま
し
た
。
毎
日
、「
命
」
を
使
っ
て
い
る
と

い
う
感
覚
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
普
通
に
目
覚

め
て
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
お
母
さ
ん
と
話
を
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て
、
歩
い
て
、
学
校
で
勉
強

し
て
、「
命
」
や
「
生
き
て
い
る
」
と
実
感
し
な
が

ら
過
ご
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
き
に
、
授
業
で
、
宮
越
ゆ
き
な

さ
ん
の
「
命
」
と
い
う
詩
に
で
あ
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
こ
の
詩
で
す
。

　
　
命
　
　
宮
越
ゆ
き
な

　
命
は
と
て
も
大
切
だ

　
人
間
が
生
き
る
た
め
の
電
池
み
た
い
だ

　
で
も
電
池
は
い
つ
か
切
れ
る

　
命
も
い
つ
か
な
く
な
る

　
電
池
は
す
ぐ
に
と
り
か
え
ら
れ
る
け
ど

　
命
は
そ
う
簡
単
に
は
と
り
か
え
ら
れ
な
い

　
何
年
も
何
年
も
月
日
が
経
っ
て
や
っ
と
神
様
か
ら

　
与
え
ら
れ
る
も
の
だ

　
命
が
な
い
と
人
間
は
生
き
ら
れ
な
い

　
で
も
、「
命
な
ん
か
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
、

　
命
を
む
だ
に
す
る
ひ
と
も
い
る

　
ま
だ
　
た
く
さ
ん
の
命
が
つ
か
え
る
の
に

　
そ
ん
な
人
を
見
る
と
悲
し
く
な
る

　
命
は
休
む
こ
と
な
く
働
い
て
い
る
の
に

　
だ
か
ら
　
私
は
　
命
が
疲
れ
た
と
い
う
ま
で

　
せ
い
い
っ
ぱ
い
　
生
き
よ
う

ゆ
き
な
さ
ん
は
、
ガ
ン
で
、
五
年
半
に
お
よ
ぶ
闘
病

生
活
の
末
に
一
一
歳
と
い
う
若
さ
で
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
詩
は
、
な
く
な
る
四
か
月
前
に

書
い
た
詩
だ
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
、
命
を
実
感
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
や
、
命
を
ま
っ
と
う
す
る
ん

だ
と
い
う
気
迫
が
ず
し
ん
と
心
に
響
い
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
十
分
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
自
分
の
命

を
ま
っ
と
う
す
る
ん
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
に
は
、
た
く
さ
ん
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
わ

た
し
に
は
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
未

来
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ
る
の
は
、

お
母
さ
ん
を
は
じ
め
家
族
の
支
え
が
あ
る
か
ら
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
ん
ど
い
と
き
、
苦
し
い
と
き
、

★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆

★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆

「
命
」

三
草
小
学
校

6
年
　
廣
田
　
芽
衣

ひ
ろ
た

め

い

平成２９年１０月１日 （８）小学生人権作文



い
つ
も
い
つ
も
そ
ば
で
心
配
し
て
支
え
て
く
れ
る
の

が
お
母
さ
ん
で
す
。
好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
い
つ
も
気
に
か
け
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
い
て
く
れ
る
け
ど
、
お
母
さ
ん
の

存
在
を
よ
く
考
え
て
み
る
と
本
当
に
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。
こ
こ
ま
で
わ
た
し
を
育
て
て
く
れ
て
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
い
と
こ
に
も
い
つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
習
い
事
の
送

り
迎
え
を
し
て
く
れ
た
り
、
も
の
を
買
っ
て
く
れ
た

り
、
話
を
聞
い
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
い
と
こ
は
、

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、
笑
っ
た
り
、
楽
し
ん
だ
り
、

話
を
し
た
り
、
嫌
な
こ
と
や
し
ん
ど
い
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、
わ
た
し
の
本
音
を
聞
い
て
く
れ
る
人

で
す
。
わ
た
し
は
、
こ
ん
な
優
し
い
家
族
の
支
え
の

も
と
で
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
も
し
、

こ
の
家
族
が
い
な
か
っ
た
ら
、
今
の
わ
た
し
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
家
族
が
い
な
い
な
ん
て
想
像
も
で

き
ま
せ
ん
。
あ
と
、
わ
た
し
に
は
、
友
達
も
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
遊
ん
だ

り
、
わ
た
し
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。
友

達
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
命
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
わ

た
し
の
命
は
多
く
の
人
に
大
切
に
さ
れ
、
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
多
く

の
人
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、

精
一
杯
生
き
た
い
で
す
。
来
年
い
よ
い
よ
中
学
生
で

す
。
今
、
中
学
校
に
向
け
て
、
勉
強
の
仕
方
を
工
夫

し
た
り
、
三
草
小
学
校
の
児
童
長
と
し
て
た
く
さ
ん

の
友
達
の
こ
と
を
考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
毎
日
毎

日
当
た
り
前
に
起
こ
る
こ
と
「
楽
し
さ
、
苦
し
さ
、

悲
し
さ
、
喜
び
…
」
こ
れ
ら
は
す
べ
て
大
切
な
自
分

や
家
族
、
友
達
、
多
く
の
人
た
ち
の
命
だ
と
感
じ
て

命
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
今
こ
こ
に
こ
う
し
て
み

ん
な
と
生
き
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
も
し
か
し
た
ら
、
わ
た
し

も
み
な
さ
ん
も
身
近
な
人
を
き
ず
つ
け
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
人
間
は
と
て
も
弱
い
生
き
物
で
す
。

だ
か
ら
一
人
で
い
じ
め
な
い
で
集
団
に
な
っ
て
一
人

の
子
を
い
じ
め
ま
す
。
と
く
に
最
近
増
え
て
い
る
い

じ
め
は
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
で
す
。
ラ
イ
ン
の
グ
ル

ー
プ
に
む
り
や
り
入
れ
て
、
そ
の
中
で
い
じ
め
を
す

る
と
い
う
こ
と
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
ネ
ッ
ト

の
い
じ
め
で
一
番
こ
わ
い
の
は
、
顔
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
だ
れ
が
や
っ
た
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ

し
て
人
を
信
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
一
人
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　「
人
権
」
に
つ
い
て
調
べ
る
と
「
人
間
が
人
間
と

し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
権
利
の
こ
と
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
人
を
い
じ
め
る
理
由
は
、「
名

前
が
変
」「
見
た
目
が
変
」「
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
」

な
ど
で
す
。
そ
れ
に
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
、「
ま

わ
り
に
ち
や
ほ
や
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
い
じ
め
を
受

け
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、「
自
分
に
な

い
物
を
も
っ
て
い
る
」「
ふ
つ
う
と
ち
が
う
」「
自
分

の
思
い
通
り
に
進
ま
な
い
」
な
ど
で
す
。「
名
前
が
変
」

と
い
う
理
由
は
、
そ
の
人
の
親
が
こ
ん
な
風
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
を
こ
め
て
つ
け
た
名
前
な
の
で
お

か
し
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
自
分
の
名
前
の

意
味
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
私
の
名
前
の
意
味
は
「
心

の
暖
か
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

だ
か
ら
、
だ
れ
に
で
も
心
の
暖
か
い
人
に
な
り
た
い

で
す
。
他
の
人
の
名
前
も
私
と
同
じ
よ
う
に
親
の
願

い
が
つ
ま
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
は
、

い
じ
め
を
防
ぐ
方
法
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
一
つ
目
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
で
は
悪
気
は
な
い
言
葉

で
も
、
相
手
に
は
、
ひ
ど
い
言
葉
に
聞
こ
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
深
く
き
ず
つ
い
て
い
る
場
合

は
自
殺
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
自
分
の
気
持
ち
だ
け
で
い
う
の
で
は
な
く
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
二
つ
目
は
、

い
じ
め
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
で
す
。
い
じ
め
は
犯
罪
で
す
。
い
じ
め
は

絶
対
に
許
せ
な
い
こ
と
で
す
。
自
分
と
は
、
ち
が
う

か
ら
と
い
っ
て
、
い
じ
め
を
し
て
も
い
い
理
由
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
人
は
み
ん
な
ち
が
っ
て
当
た
り
前
で
す
。

だ
か
ら
自
分
の
思
い
通
り
な
ん
か
に
な
る
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
金
子
み
す
ず
さ
ん
の
詩
で
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す

ず
と
」
の
学
習
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
ち
が
っ
て
み

ん
な
い
い
の
で
す
。
い
じ
め
を
す
る
こ
と
で
、
人
が

き
ず
つ
き
、
さ
ら
に
は
親
が
悲
し
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
一
人
一
人
が
、
い
じ
め
を
な
く
す
よ

う
に
意
識
を
も
っ
て
、
毎
日
笑
顔
で
楽
し
く
す
ご
せ

る
よ
う
に
、
い
じ
め
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
世
界
に
な
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
私
の
ま
わ

り
か
ら
少
し
ず
つ
笑
顔
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆★★☆☆
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「
い
じ
め
は
犯
罪
」

東
条
東
小
学
校

6
年
　
柴
　
　
心
暖

し
ば
さ
き

み
お
ん

※
こ
の
作
文
は
7
月
8
日
に
開
催
し
た

　「
加
東
市
人
権
啓
発
講
演
会
」
で

　
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
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小学2年生のまりちゃんの家では、ママが会社で働いて、パパが家にい
ます。パパはお料理も洗濯もそうじもしてくれます。友だちは、パパの
ことをおかしいと言って笑いますが・・・・・・。
まりちゃんは、「パパが家にいるのと、ママが家にいるのと、
どっちがいいか」迷いはじめます。

石井 睦美・文 ／ あおき ひろえ・絵

　加東市では、男女共同参画社会をすすめるための取り組みとして、家庭や社会の中の性別役割分担意識
を見直したり、スキルを身につけたりすることを目指す「男女共同参画セミナー」を随時開催しています。
　下半期もさまざまなテーマで開催しますので、ぜひご参加ください。

講師：飯鉢　仁弥さん（キャリアコンサルタント・産業カウンセラー）
◇育休中の方や、これからのキャリアについて見直したい方、

家事・育児と仕事の両立に悩んでいる方が集まり、ワークを
通じて参加者それぞれの「自分らしい生き方」について考え
を深めました。

【参加者の感想】
◆正社員だけがよいものではなくて、いろいろな働き方があってよいのだということに気づけました。「こ

れでいい」ではなく、「これがいい」という考え方で過ごすクセをつけたいなと思いました。
◆今がこうだからとあきらめることが多かったけど、今・過去・未来で分けて考えると聞いて、諦めてち

ゃダメだなと思いました。

講師：田川　重夫さん（就職支援ナビゲーター）
　　　小西　美佐子さん（ビジネスマナー講師・キャリアカウンセラー）
◇ビジネスシーンや面接の場では、第一印象がとても大切です。姿

勢や表情などの振る舞いはもちろんのこと、お化粧も身だしなみ
の一つです。セミナーでは、面接時における好感度アップのポイ
ントと好印象をもってもらえるメイクについて実際に体験しなが
ら学びました。

【参加者の感想】
◆好感度アップトレーニングもメイクレッスンも聞いたことがある話でしたが、再確認できました。
◆いろいろな道具も知り、勉強になりました。
◆思い切って自分を変えることができました。

9/13に開催

6/27に開催

いい ばち ひと み

平成２９年１０月１日 男女共同参画セミナー（１０）



　
加
東
市
で
は
、
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
度

か
ら
、
市
内
の
全
中
学
生
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
で
人

権
感
覚
を
培
い
、
一
人
一
人
の
人
権
が
大
切
に

さ
れ
る
社
会
の
主
人
公
と
し
て
の
資
質
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
加
東
市
人
権
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
学
級
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
「
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
、
部
落
差

別
に
焦
点
を
当
て
て
、
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
①
差
別
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
7
月
の
夏
休
み
期
間
中
、
市
立
の
3
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
延
べ
1
1
2
名
の
生
徒

を
対
象
に
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
1
時
間
目
の
授
業
で
は
、
歴
史
教
科
書
の
記

述
を
も
と
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
日
本
国
憲
法
と
部
落

差
別
』（
※
裏
表
紙
に
紹
介
）
を
用
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
政
府

と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
ど
の
よ
う
に
憲
法
を
つ
く
っ
た
の

か
、
ま
た
、
憲
法
第
14
条
第
１
項
（
法
の
下
の

平
等
）
の
文
末
表
現
「
差
別
さ
れ
な
い
」
に
着

目
し
、
差
別
さ
れ
る
側
の
問
題
と
し
て
「
差
別

を
受
け
な
い
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に

差
別
し
な
い
・
差
別
そ
の
も
の
を
許
さ
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
「
差
別
さ
れ
な
い
」
と
し
た
視

点
の
変
化
を
追
い
、
自
ら
の
考
え
を
発
表
し
合

い
ま
し
た
。

　
2
時
間
目
は
、
某
球
団
が
「
北
海
道
は
、
開

拓
者
の
大
地
だ
」
と
表
現
し
た
広
告
を
掲
示
し
、

関
係
団
体
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ
り
、
後
に
撤

去
し
た
例
を
挙
げ
、
自
分
た
ち
の
身
の
回
り
に

も
他
者
に
と
っ
て
不
快
に
感
じ
る
こ
と
は
な
い

か
、
日
常
の
行
動
や
身
近
な
人
権
課
題
に
つ
い

て
振
り
返
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、「
み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
す
た
め
に
ど
う
行
動
す
べ

き
か
考
え
て
、
素
敵
な
社
会
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

 
②
映
画
と
お
話

　
8
月
1
日
に
は
、
貝

塚
市
人
権
協
会
会
長
の

北
出
昭
さ
ん
を
お
招
き

し
て
講
話
と
映
画
鑑
賞

を
実
施
し
ま
し
た
。
講

話
で
は
、
自
ら
の
子
ど

も
時
代
の
被
差
別
体
験

や
水
平
社
宣
言
と
の
出

会
い
、
と
畜
作
業
や
太

鼓
づ
く
り
、「
い
た
だ
き

ま
す
」
の
言
葉
の
意
味
、
そ
し
て
、
差
別
の
な

い
社
会
に
向
け
て
の
活
動
と
映
画
出
演
等
、
多

岐
に
わ
た
る
内
容
を
、
情
熱
を
注
い
で
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
を
感
じ
、
心
動

か
さ
れ
た
子
ど
も
が
多
く
い
ま
し
た
。
命
と
向

き
合
い
続
け
て
き
た
北
出
さ
ん
か
ら
の
、「
い

じ
め
や
差
別
は
、
命
を
傷
つ
け
る
こ
と
。
差
別

を
許
さ
な
い
心
を
も
と
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
、
中
学
生
は
集
中
し
て
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

 
③
舳
松
人
権
歴
史
館
見
学
と
町
探
検

　
8
月
2
日
に
は
、
舳
松
（
へ
の
ま
つ
）
人
権

歴
史
館
の
見
学
と
町
探
検
を
し
ま
し
た
。
か
つ

て
差
別
さ
れ
た
地
区
の
当
時
の
生
活
を
再
現
し

た
展
示
を
見
学
し
な
が
ら
、
歴
史
館
職
員
か
ら

部
落
差
別
の
歴
史
や
、
現
在
の
生
活
の
様
子
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
20
代
の
歴
史
館

職
員
か
ら
は
、
高
校
生
の
時
に
自
身
が
受
け
た

差
別
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は

「
出
身
中
学
校
に
よ
っ
て
、
偏
見
の
目
で
見
ら

れ
る
な
ん
て
、
お
か
し
い
」
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
学
級
に
、
多

く
の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

①差別について考えよう（出前授業）
②映画とお話「命をいただき、いのちは生きる」ある精肉店のはなしより（合同学習）
③舳松（へのまつ）人権歴史館見学と町探検（移動学習）

【憲法第 14 条第 1 項】
すべて国民は、法の下に平等で
あって、人種、信条、性別、社
会的身分又は門地により、政治
的、経済的又は社会的関係にお
いて、差別されない。

※草案では「差別を受けない。」

（１１）加東市人権ジュニアリーダー学級 平成２９年１０月１日



　
各
地
区
で
人

権
教
育
を
推
進

し
て
い
た
だ
く

た
め
の
リ
ー
ダ

ー
養
成
を
目
指

す
加
東
市
民
人

権
講
座
は
、
今

年
で
第
１１
期
を

迎
え
ま
す
。

　
本
年
度
は
、

地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
２
５
４
名
の
受

講
生
と
市
の
幹
部
職
員
３１
名
が
、全
３

回
の
講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
講
座
で
は
、
７
月
に
開

催
し
た
「
人
権
啓
発
講
演
会
」
と
２
月

に
開
催
予
定
の
「
人
権
を
考
え
る
市
民

の
つ
ど
い
」
を
補
講
と
し
て
い
ま
す
。

　
３
回
の
講
座
全
て
に
出
席
さ
れ
た
方
、

ま
た
は
本
講
座
２
回
と
補
講
の
１
回
に

出
席
さ
れ
た
方
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　　
本
誌
で
は
、

６
月
に
開
催
し

た
第
１
回
の
様

子
と
、
８
月
に

開
催
し
た
第
２

回
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
明
治
政
府
が
発

布
し
た
『
解
放
令
』

は
、
部
落
差
別
か

ら
の
《
解
放
》
を

め
ざ
し
た
も
の
で

は
な
く
、
実
は
税

収
政
策
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
差
別

が
残
っ
た
こ
と
や
、
名
ば
か
り
の
『
解

放
令
』
に
よ
り
差
別
さ
れ
た
人
々
の
生

活
が
困
窮
し
て
い
っ
た
様
子
を
、
資
料

に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
人
種
差
別
に

対
し
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
（
社
会
的
弱
者
に
対
し
、
雇
用
・

教
育
等
を
保
障
す
る
優
遇
政
策
）
を
積

極
的
に
進
め
た
結
果
、
黒
人
大
統
領
が

生
ま
れ
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
被
差

別
部
落
へ
の
経
済
優
遇
措
置
は
あ
っ
た

も
の
の
、
偏
見
や
差
別
意
識
に
対
す
る

改
革
に
乏
し
く
、
被
差
別
部
落
出
身
の

首
相
が
い
な
い
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
日

米
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
結
果
が
意
味
す

る
も
の
が
何
な
の
か
を
問
い
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

◆
知
ら
な
い
情
報
な
ど
が
あ
り
、
大
変

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
人
権
を
大
切
に
す

る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
と
同

時
に
、
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３０
代
男
性
）

◆
自
分
の
深
く
知
り
得
な
か
っ
た
日
本

の
歴
史
や
歩
み
を
知
り
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
４０
代
女
性
）

◆
部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
生
ま
れ
た

背
景
等
を
体
系
的
・
歴
史
的
に
聞
か
せ

て
も
ら
っ
た
。
き
っ
ち
り
整
理
さ
れ
た

講
演
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
た
。
　

（
６０
代
男
性
）

　
統
計
に
よ
る

と
、
１３
人
に
１

人
の
割
合
で
、

自
分
の
性
別
に

違
和
感
が
あ
る

人
が
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本

に
占
め
る
左
利
き
の
方
や
Ａ
Ｂ
型
の
方

の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　
講
座
で
は
、
性
別
違
和
を
抱
え
る
方

は
、
ト
イ
レ
に
入
る
こ
と
や
、
病
気
で

受
診
す
る
こ
と
に
大
変
と
ま
ど
い
が
あ

る
こ
と
を
、
実
体
験
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
か
ら

話
を
聞
く
こ
と
が
初
め
て
と
い
う
方
も

多
く
、
驚
き
や
学
び
の
多
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

◆
本
当
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
思
う
と
涙
が
で
ま
し
た
。

も
っ
と
誰
も
が
理
解
で
き
る
社
会
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。（

４０
代
女
性
）

◆
多
様
な
性
が
あ
る
と
い
う
事
実
、
現

実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
思
っ
て
い

た
以
上
に
多
い
こ
と
を
知
り
、
正
直
驚

い
た
。
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

対
応
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。

ま
た
「
あ
る
が
ま
ま
」
で
生
き
る
こ
と

の
大
変
さ
に
気
づ
け
た
と
思
う
。

（
４０
代
女
性
）

◆
日
常
生
活
で
特
に
気
に
か
け
て
い
な

か
っ
た
り
、
聞
き
逃
し
た
り
し
て
い
た

が
、
今
日
そ
の
当
事
者
の
方
の
話
を
聞

く
機
会
が
あ
り
、
そ
う
い
う
方
が
身
近

な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

（
６０
代
男
性
）

平成２９年１０月１日 （１２）第11期加東市民人権講座



　学校を取り巻く人権課題は、これまでの部落差別や子ども・いじめ、障がい者といったテーマか
らインターネットやLGBTなどに広がりを見せ、それらへの対応が喫緊の課題となっています。
　一方、これまで主たる課題であった部落差別の問題については、若手教員を中心に、その指導に
自信のない教員が増加しつつあります。その要因の一つは、部落差別の問題について十分な理解と
確かな実践力があった先輩教員から、若手教員への理念や指導技術の継承がスムーズに行えなかっ
たことです。
　こうした状況を踏まえ、今年度は、経験年数15年未満の教職員を対象に、和田幸司さんから授業
づくりや指導法について講義いただきました。人権教育で何を学ばせるのか、具体的な方法を体験・
共有するとともに、近世の身分制についても学び直し、なぜ部落差別を学習するのか考えました。

【参加者の感想】
人間にとって必要なものを取捨選択していくと、必要不可欠なものが 、
必然的に人権に関わっていることが分かり、すごく納得しました。一
人一人に違う考えがあり、違う価値観があることを大切にして指導す
るとともに、自分自身も人権教育に関する知識やスキルを身につけて
いきたいです。

　脳が成長発達する幼児期に「やさしさ」や「思いやり」という心の仕
組みを身につけると、偏見や差別意識に気づく人権感覚＝絶対人権感覚

（神戸大学 鈴木正幸名誉教授が提唱）が培われるという理論に基づき、
加東市では平成 28 年度から幼児期人権教育事業に取り組んでいます。
　市内各園での日常の保育指導に取り入れるため、指導者を対象にセミ
ナーを実施しました。中本久美さんからは具体的な実践方法を体験しな
がら学び、谷口育史さんからは、「なぜ、幼児期が人権感覚を育む最適
期なのか」「最適な学び方とは」などの理論を学びました。

【参加者の感想】
子どもたちは周りをとてもよく見て、影響されます。今日学んだことを忘れずに、子どもたちと関
わっていきたいです。

　また、指導者養成セミナーで学んだことを活かすため、6月に福田幼稚園と社こども園で出前親子
セミナーを開催しました。親子でぬくもりを感じるワークを体験し、大好評でした。10月には、社
幼稚園、米田こども園で実施します。

毎年、教職員を対象に実施している
「人権教育スキルアップ講座」。今年
は若手教職員が、人権教育の実践力
を磨きました。

「なぜ、いま人権教育か　～人権教育の内容と方法～」
　　　講師：和田 幸司さん（姫路大学教育学部 教授）

「幼児期こそ、人権感覚を育む最適期」 ／ 「みんな、たいせつ」
講師：谷口　育史さん（姫路大学教育学部　准教授）／ 中本　久美さん（Kids　Firstカウンセリング　代表）

キッズひさみ ファースト

写真は左から、
「サイコロ、コロ
コロ」「ぴったん
こ」「よしよし、
なでなで」

出た目に合わせてハグ！ くっつくとあったかいね！ なでてもらうと安心するね！

（１３）人権教育スキルアップ講座・幼児期人権教育事業 平成２９年１０月１日



　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、
皆

さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
校
区
ご
と
に
９

名
の
方
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
人
権
相
談
活
動

①�

総
合
相
談

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
相

談
の
中
で
人
権
相
談
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
社
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
第
３
金
曜
日
）・
は
ぴ
ね
す
滝
野

（
第
２
金
曜
日
）・
東
条
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
第
４
金
曜
日
）

で
、
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

②�

特
設
人
権
相
談

　
法
務
局
が
掲
げ
る
推
進
月
間

に
合
わ
せ
て
、
人
権
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
す
。
社
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
５
月
（
憲
法
週
間
）・

６
月
（
人
権
擁
護
委
員
の
日
）・

１２
月
（
人
権
週
間
）
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

③�

隣
保
館
特
設
総
合
相
談

　
民
生
児
童
委
員
と
と
も
に
、

隣
保
館
・
公
民
館
に
て
相
談
を

受
け
ま
す
。
７
月
・
１１
月
・
３

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
人
権
啓
発
活
動

　
６
月
（
男
女
共
同
参
画
週
間
）・

８
月
（
人
権
文
化
を
す
す
め
る

市
民
運
動
推
進
強
調
月
間
）・
１２

月
（
人
権
週
間
）
に
街
頭
啓
発

活
動
を
実
施
し
、
市
民
の
方
へ

の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

◇
学
校
・
保
育
園
な
ど
に
お
け

る
人
権
啓
発
活
動

①
「
人
権
の
花
運
動
」

　
小
学
生
が
協
力
し
て
花
を
育
て
、

絵
や
感
想
な
ど
を
書
い
た
り
、

福
祉
施
設
と
の
交
流
を
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
人
権
尊
重
の
心

を
養
い
ま
す
。

②
「
ミ
ニ
人
権
教
室
」

　
市
内
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
、

紙
芝
居
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
友
達
の
輪
を
広

げ
る
な
ど
人
権
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

③�

人
権
授
業
参
観

　 

「
種
を
ま
こ
う
」

　
小
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
の
一
環
と
し
て
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
人
権
教
育
冊
子
「
種
を
ま
こ
う
」

に
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
子

ど
も
た
ち
が
い
ろ
ん
な
意
見
を

出
し
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、

人
権
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�

子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　 

ミ
ニ
レ
タ
ー

　
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
と
手
紙
の
や
り
と
り
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
悩
み

を
早
期
に
発
見
し
、
解
決
へ
の

手
助
け
を
行
い
ま
す
。

6月街頭啓発活動

ミニ人権教室（紙芝居）

　
広
域
隣
保
活
動
事
業
は
、
次

の
５
事
業
で
、
年
間
を
通
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
相
談
事
業

　
窪
田
隣
保
館
で
毎
週
水
曜
日

の
午
後
に
行
っ
て
い
る
人
権
相

談
を
は
じ
め
年
間
３
回
の
特
設

総
合
相
談
等
を
通
じ
て
人
権
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◇
人
権
教
育
・
啓
発
事
業

　
窪
田
隣
保
館
や
地
区
公
民
館

で
の
幼
児
・
児
童
へ
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
同
和
問
題
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

◇
地
域
交
流
事
業

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

麻
雀
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
参
加
者
同
士
が

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
、
周
囲
と
の
つ
な
が
り
や
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
で
は
、「
銭
太
鼓
講
座
」

や
「
ま
ち
か
ど
体
操
」「
も
の

忘
れ
予
防
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
参

加
者
の
自
主
活
動
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

◇
地
域
福
祉
事
業

　
広
域
隣
保
活
動
事
業
の
メ
イ

ン
の
事
業
と
し
て
、
大
変
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

事
業
で
す
。「
回
想
法
ア
フ
タ
ー
」

（
高
齢
介
護
課
・
健
康
課
と
の

連
携
事
業
）「
音
楽
療
法
講
座
」

「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
「
回

想
法
ア
フ
タ
ー
」
で
は
、
姫
路

市
に
あ
る
日
本
玩
具
博
物
館
の

見
学
を
メ
イ
ン
に
秋
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◇
広
報
・
啓
発
活
動
事
業

　
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
隣
保

館
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、
情
報

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
広
域
隣
保
活
動
事
業
は
、
次

の
５
事
業
で
、
年
間
を
通
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
相
談
事
業

　
窪
田
隣
保
館
で
毎
週
水
曜
日

の
午
後
に
行
っ
て
い
る
人
権
相

談
を
は
じ
め
年
間
３
回
の
特
設

総
合
相
談
等
を
通
じ
て
人
権
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◇
人
権
教
育
・
啓
発
事
業

　
窪
田
隣
保
館
や
地
区
公
民
館

で
の
幼
児
・
児
童
へ
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
同
和
問
題
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

◇
地
域
交
流
事
業

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀

講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
参
加
者
同
士
が
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

周
囲
と
の
つ
な
が
り
や
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
で
は
、
「
銭
太
鼓
講
座
」

や
「
ま
ち
か
ど
体
操
」「
も
の

忘
れ
予
防
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
参

加
者
の
自
主
活
動
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

◇
地
域
福
祉
事
業

　
広
域
隣
保
活
動
事
業
の
メ
イ

ン
の
事
業
と
し
て
、
大
変
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

事
業
で
す
。「
回
想
法
ア
フ
タ
ー
」

（
高
齢
介
護
課
・
健
康
課
と
の

連
携
事
業
）「
音
楽
療
法
講
座
」

「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
「
回

想
法
ア
フ
タ
ー
」
で
は
、
姫
路

市
に
あ
る
日
本
玩
具
博
物
館
の

見
学
を
メ
イ
ン
に
秋
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◇
広
報
・
啓
発
活
動
事
業

　
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
隣
保

館
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、
情
報

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

コミュニケーション麻雀

平成２９年１０月１日 （１４）人権擁護委員の活動・広域隣保活動事業



　
加
東
市
企
業
人
権
教
育
協
議

会
（
以
下
、
企
人
協
）
は
、
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

人
権
尊
重
意
識
の
高
い
職
場
づ

く
り
と
雇
用
・
労
働
条
件
を
は

じ
め
と
す
る
職
場
環
境
の
整
備

な
ど
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を

果
た
す
取
り
組
み
の
推
進
の
た

め
、
人
権
教
育
研
修
な
ど
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
企
人
協
に
参
加
す
る
市
内
の

企
業
・
事
業
所
は
、

　
社
ブ
ロ
ッ
ク
（
４２
社
）

　
滝
野
ブ
ロ
ッ
ク(

２６
社)

　
東
条
ブ
ロ
ッ
ク(

２７
社)

の
計
９５
社
に
及
び
、
企
業
規
模

（
従
業
員
数
）
に
応
じ
て
年
会

費
を
納
入
し
て
、
自
主
的
な
事

業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

◇
本
年
度
重
点
目
標

①
企
業
代
表
並
び
に
企
業
内
の

人
権･

同
和
教
育
担
当
者
等

の
研
修
会
を
開
催
し
、
明
る

く
温
か
い
職
場
づ
く
り
を
め

　
ざ
す
。
年
間
５
回
の
研
修
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

②
人
権･

同
和
教
育
に
か
か
る

企
業
内
研
修
を
行
い
、
豊
か

な
人
権
感
覚
を
培
い
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
職
場
づ
く
り

に
努
め
る
。

③
企
業
間
、
企
業
と
企
人
協
事

務
局
と
の
密
な
る
連
携
を
図

り
、
推
進
体
制
の
確
立
と
研

修
内
容
の
充
実
に
努
め
る
。

④
会
員
企
業
数
の
増
加
に
向
け
、

企
業
訪
問
を
強
化
す
る
。

◇
本
年
度
の
新
規
事
業

　
本
年
度
は
、
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
会
員
企
業
の

社
員
対
象
の
研
修
会
の
内
１
回

を
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
公
開

し
ま
し
た
。
研
修
会
の
内
容
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
侵

害
」
と
し
、

社
会
問
題
化

し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
正
し
い

利
用
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

◇
本
年
度
の
取
組

第
１
回
研
修
会
（
５
月
２２
日
）

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
風
の
匂
い
』
の

　
視
聴

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
働

く
主
人
公
と
知
的
障
が
い
の
あ

る
青
年
を
中
心
に
、
障
が
い
者

に
対
す
る
「
不
当
な
差
別
的
取

扱
い
」
や
「
合
理
的
配
慮
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

第
２
回
研
修
会
（
７
月
１３
日
）

　『
女
性
が
活
躍
す
る
職
場

　
　
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』

　
　
兵
庫
県
立
大
学
教
授

　
　
　
　
横
山
　
由
紀
子
さ
ん

　
豊
富
な
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

女
性
が
活
躍
す
る
必
要
性
、
ま
た
、

そ
れ
を
阻
ん
で
き
た
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
つ
い
て
、
歯

切
れ
の
良
い
口
調
で
分
か
り
や

す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
身
の
家
庭
の
様
子
も

語
ら
れ
た
こ
と
が
、
女
性
を
中

心
に
参
加
者
の
共
感
を
得
た
よ

う
で
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
９

割
を
超
え
る
方
が
「
大
変
満
足
」、

「
ま
あ
満
足
」
と
回
答
し
、
参

加
者
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
参
加
者
の
感
想
》=========

○
「
男
は
外
、
女
は
内
」
と
い

う
従
来
か
ら
の
性
別
役
割
分

担
意
識
が
ど
れ
ほ
ど
根
強
く

残
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
女

性
側
か
ら
の
支
援
の
み
で
は

な
く
、
男
性
へ
の
支
援
も
し

な
け
れ
ば
、
本
当
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
の
実
現
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
、
管
理
職
に

対
し
て
の
研
修
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
が
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
興
味
深
く
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
２０
代
女
性
）

○
私
は
２
歳
半
の
娘
を
も
つ
母

親
で
、
夫
が
家
の
こ
と
、
育

児
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で
、

残
業
、
休
日
出
勤
も
で
き
、

ゆ
く
ゆ
く
は
管
理
職
に
な
れ

る
よ
う
に
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
先
生
の
お
話
を
聞
き
、

さ
ら
に
前
向
き
に
仕
事
を
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。 

　
　
　 

（
２０
代
女
性
）

○
管
理
職
で
す
が
、
ま
ず
自
分

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。
自
分
で
は
女

性
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
さ

し
い
だ
け
で
は
だ
め
と
思
い

ま
し
た
。
自
分
の
妻
は
専
業

主
婦
な
の
で
、
そ
れ
が
女
性

に
は
一
番
幸
せ
と
い
う
考
え

も
あ
り
ま
し
た
。
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
、
男
女
の
昔
か
ら
の
風

習
や
考
え
方
を
取
り
除
き
、

意
識
改
革
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
。
　
　（
４０
代
男
性
）

『
受
け
継
ご
う
確
か
な
実
践
、

 
 

進
め
よ
う
明
る
い
職
場
づ
く
り
』

加
東
市
企
業
人
権
教
育
協
議
会
の
活
動

『
受
け
継
ご
う
確
か
な
実
践
、

 
 

進
め
よ
う
明
る
い
職
場
づ
く
り
』

加
東
市
企
業
人
権
教
育
協
議
会
の
活
動

第2回研修会

　
未
加
入
の
企
業
・
事
業

所
の
皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
、

加
東
市
『
企
人
協
』
に
ご

加
入
く
だ
さ
い
。
加
入
申

込
は
企
人
協
事
務
局
（
人

権
教
育
課
）
ま
で

　
℡
4
3
ー

0
5
4
4

（１５）企人協の活動 平成２９年１０月１日



【
優
秀
賞
】

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
や
さ
し
く
言
え
る
　
教
室
に

見
つ
け
よ
う
　
だ
れ
も
が
持
っ
て
る
　
い
い
と
こ
ろ

な
り
た
い
な
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
人

ひ
と
り
も
い
な
い
！
　
こ
の
世
に
い
ら
な
い
人
な
ん
て

他
人
事
　
再
度
考
え
　
自
分
事

【
入
　
賞
】

い
じ
め
を
ね
　
見
て
ち
ゃ
い
け
な
い
　
と
め
る
ん
だ

そ
れ
ぞ
れ
の
　
個
性
を
み
と
め
　
助
け
合
う

「
や
め
よ
う
よ
」　
か
べ
を
破
っ
て
　
言
っ
て
み
よ
う

ご
め
ん
な
さ
い
　
そ
れ
で
き
っ
と
　
仲
直
り

止
め
よ
う
よ
　
見
て
見
ぬ
ふ
り
も
　
い
じ
め
だ
よ

あ
り
が
と
う
　
み
ん
な
が
い
る
か
ら
　
ぼ
く
が
い
る

ど
う
し
た
の
　
そ
っ
と
よ
り
そ
う
　
や
さ
し
さ
を

笑
顔
の
輪
　
み
ん
な
で
つ
な
げ
　
心
の
手

自
分
の
態
度
で
　
相
手
も
変
わ
る
　
鏡
の
よ
う
に

「
愛
言
葉
」　
世
界
中
に
　
増
や
そ
う
よ

伝
え
て
よ
　
君
一
人
に
は
　
背
負
わ
せ
な
い

み
ん
な
カ
ラ
ー
が
違
う
か
ら
　
ひ
と
つ
の
大
き
な
虹
に
な
る

デ
マ
　
う
わ
さ
　
カ
ク
サ
ン
す
る
な
　
絶
対
に

も
う
や
め
る
　
見
て
る
自
分
に
　
さ
よ
な
ら
だ

一
人
ぼ
っ
ち
　
私
は
い
や
だ
　
あ
な
た
は
ど
う
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８月の「人権文化をすすめる市民運動」にちなみ、市内の児童・生徒の皆さんから、人権ポス
ターと人権標語を募集したところ、ポスター９８作品、標語１６２作品の応募がありました。
応募作品の中から、優秀賞受賞作品および入賞受賞作品をご紹介します。
応募作品は、８月１６日～８月２２日に、やしろショッピングパークＢｉｏ多目的ホールで展示しまし

陪崎

標
　
語
　
の
　
部

平成２９年１０月１日 （１６）人権標語



社中学校  2年　桐 藤  結 衣

滝野南小学校  5年　志 方  悠 真

東条中学校  2年　山 本  姫 可

滝野中学校  3年　向 江  ひ か り

鴨川小学校  2年　清 水 谷  真 美

【優秀賞】

ポスターの部

（１７）人権ポスター 平成２９年１０月１日



福田小学校  5年　邑 上 　 輝

社小学校  4年　松 岡 　 聖

三草小学校  2年　内 藤  乃 愛

米田小学校  2年　竹中　 怜

滝野東小学校  5年　森 枝  青 空

東条東小学校  2年　小 林  ゆ う か

滝野東小学校  5年　富永 理菜

【入　賞】

鴨川小学校  2年　常 見  弥 珠

平成２９年１０月１日 （１８）人権ポスター



社中学校  3年　西 山  怜 奈

社中学校  3年　セミナリオ ジュニフェル

社中学校  3年　友原 麻琴

社中学校  3年　藤 本  安 絵 理

東条西小学校  4年　近 藤  陽 登

滝野南小学校  5年　和 田  悠 紀

滝野中学校  2年　廣 岡  尚 哉

加東市マスコットキャラクター
加東伝の助

（１９）人権ポスター 平成２９年１０月１日



「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
ろ
う
」（

20
分
）

　
本
作
品
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
エ

ル
・
ジ
ー
・
ビ
ー
・
テ
ィ
ー
）

の
人
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状
を

理
解
し
、
職
場
や
教
育
現
場
で

ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
を
、
イ

ラ
ス
ト
や
デ
ー
タ
、
事
例
な
ど

を
豊
富
に
盛
り
込
ん
で
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
　

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア

ン
（
女
性
の
同
性
愛
者
）、
ゲ

イ
（
男
性
の
同
性
愛
者
）、
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
両
性
愛
者
）、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
身
体

と
心
の
性
が
一
致
し
て
い
な
い

た
め
身
体
の
性
に
違
和
感
が
あ

る
人
・
心
の
性
と
一
致
す
る
性

別
で
生
き
た
い
と
望
む
人
）
の

頭
文
字
を
と
っ
て
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
、

人
口
の
10
％
程
度
を
占
め
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性

的
少
数
者
）
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
ま
で
、
世
の
中
に
は
「
男

性
」
と
「
女
性
」
の
2
つ
の
性

別
し
か
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
姿
、
価
値

観
、
感
情
な
ど
が
人
に
よ
っ
て

異
な
る
よ
う
に
、
人
間
の
性
も

た
っ
た
2
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分

け
ら
れ
る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
へ
の
理
解
不
足
か
ら
生
ま
れ

る
誤
解
や
偏
見
に
よ
っ
て
、
傷

つ
き
、
悩
み
、
そ
し
て
自
殺
す

る
人
が
い
る
と
い
う
実
態
も
あ

り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
め
ぐ
る
社
会
の

動
き
は
今
、
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
の

身
近
な
課
題
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
を
捉
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
リ
ー
ズ
映
像
で
み
る
人
権
の
歴
史

第
5
巻
「
渋
染
一
揆
を
闘
い
ぬ
い

た
人
々
」（
18
分
）

第
6
巻
「
日
本
国
憲
法
と
部
落
差

別
」（
17
分
）

　
第
5
巻
「
渋
染
一
揆
を
闘
い

ぬ
い
た
人
々
」
は
、
幕
末
に
、

岡
山
藩
が
庶
民
に
出
し
た
倹
約

令
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
藩
内

53
か
村
の
被
差
別
民
衆
に
「
柄

の
な
い
渋
染
め
か
藍
染
め
以
外

の
着
物
の
着
用
を
許
さ
な
い
」

と
す
る
厳
し
い
御
触
れ
を
出
し

た
こ
と
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。

　
岡
山
藩
内
の
被
差
別
民
衆
は

の
ち
に
「
渋
染
一
揆
」
と
呼
ば

れ
る
大
規
模
な
抵
抗
運
動
を
起

こ
し
、
こ
の
御
触
書
を
取
り
消

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

は
、
現
地
取
材
と
原
典
資
料
の

詳
細
な
分
析
を
も
と
に
、
人
と

し
て
の
尊
厳
を
か
け
、
社
会
情

勢
を
見
抜
き
、
知
恵
と
力
を
合

わ
せ
て
闘
っ
た
人
々
か
ら
、
今

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
何
か
問
い
か

け
て
い
ま
す
。

　
第
6
巻
「
日
本
国
憲
法
と
部

落
差
別
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な

経
過
を
経
て
憲
法
が
制
定
さ
れ

た
の
か
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
和
の
基
礎
と
な
る

人
権
尊
重
の
精
神
が
ど
の
よ
う

に
し
て
憲
法
に
書
き
込
ま
れ
た

か
に
つ
い
て
も
、
特
に
第
14
条

の
条
文
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目

し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

誰
一
人
と
し
て
「
差
別
さ
れ
な

い
」
と
明
記
し
た
日
本
国
憲
法

こ
そ
が
、
真
の
「
解
放
令
」
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、「
差
別
を

黙
っ
て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な

い
」
こ
と
を
、
憲
法
の
意
義
と

と
も
に
問
い
か
け
る
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
第
1
巻
「
東
山
文
化
を

支
え
た
『
差
別
さ
れ
た
人
々
』」、

第
2
巻
「
江
戸
時
代
の
身
分
制

度
と
差
別
さ
れ
た
人
々
」、
第

3
巻
「
近
代
医
学
の
基
礎
を
築

い
た
人
々
」、
第
4
巻
「
明
治

維
新
と
賤
民
廃
止
令
」
の
各
巻

に
つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
貸
し

出
し
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

視覚障がい者の福祉向上への貢献活動として、加東市教育委員会の窓口に
兵庫盲導犬協会「盲導犬育成事業」の募金箱を設置しています。
平成 28（2016）年度に皆様からお預かりした金額は、「4,098 円」でした。
ご協力ありがとうございました。
募金は、盲導犬の育成や、視覚障がいのある方への盲導犬の無償貸与に活用されます。
今後とも、ご支援・ご協力をお願いいたします。

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ご
紹
介

・・

平成２９年１０月１日 （２０）新着ＤＶＤのご紹介

発
行
　
加
東
市
教
育
委
員
会

　
　
　
加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
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